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             架 構 の 剛 性I― 水 平 力 を 受 け る 変 断 面 梁 架 構

                 塚 越  勇*、 共 同 研 究 者*

               Rigidity of Framed Structure I

               Isamu TSUKAGOSHI*and collaborators*

                  (Received September 25,1974)

          Asimple way of computation is proposed in order to estimate the

        rigidity of the framed structures with nonuniform Section beams. An

        computer analysis of the framed structures is made in terms of the

        stiffness matrix to obtain the rigidity of uniform section beams

        equivalent to that of nonuniform section beams. A simple relationship

        between the r{gidity of the framed structure and that of nonuniform

        section beams is found.

 架 構 の剛 性 I 一 水 平 力 を 受 け る変 断 面 梁 架 構    け る梁 の 変 断 面 部 分 の 取 り扱 い 方 が 決 定 され て い る。

 目 的                       区分 数 と断 面 性 能 の 評 価 方 法 は 種 々 あ るが これ らは第

 現 在 の架 構 の 設 計 方 法 は応 力 を主 体 とした もの で あ り  2図 に 示 す 。 これ ら の 中 よ り充 分 な 精 度 を 与 え る もの が

架 構 の応 力 計 算 は 部 材 剛比 に 基 づ く もの で あ る。 しか し  採 用 され た。 比 較 す る解 に つ い て は梁 理論 に よ る徴 分 方

設 計 の 過 程 に お い て は 変 形 量 が 問 題 と な る こ とが あ る  程 式 一(1)か ら求 め た式 一(2)を 基 準 と した 。

が,現 在 の 設 計 方法 に お い て は 架 構 の 各 部 材 は節 点 中 央

継 響 欝 鰻1翻 ≒ 、lih(。)
象は同じであり計算機による解析精度が向上すればする                     孟・五

程,入 力データとしての部材の適切な評価が要求され

る。しかしながら変断面部分を精度良く架構の剛性に反   置

映させるには多くの方法があるが設計経費の経済性か ら

実用的な方法は少ない。                E.∫ ω ●4%/dx2=-P.x        (1)

 本研究は架構における梁が変断面部分を有し,水 平力   ただし・σ(⑳ はツ方向の変位

を受ける場合,変 断面部分の影響を精度良 くしかも可能     1(x)=1・(1+n・x/1)

なか ぎり単純な方法で架構剛性に反映させる方法を提案      1・:x=0の 断面における断面二次モーメン ト

するものである。                     π:任 意の数値をとりうる係数

 研究方法                      (1)式の解 は次式で与えられる。

 架構の形態を想定し,解 析は剛性法によった。解析の    v=Pl 2/n 2 EI・〔(n/21・x2+2x+1/n)-1/n(1

進め方は第1図 にフn-一 チ ャー トとして示す。まず変断     +n/1●x)lo9(1+n/1●x)+Ax+B〕  (2)

面片持梁について充分な精度を与える区分数と断面性能   ただ し

の表わし方について検討した。 これに基づいて架構にお     A=Pl 2/n2 EI・〔lo9(1+n)一(1+n))

。建築学科(D。p。 。、m。。、。, Arc。 、、㏄,u,e)    B-Pl3/n2・E・ ・〔1/n・1・9(・+n)十 ・一÷ 〕

                        (1)
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中間階を想定したモデル
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第1表

D、変断面部分を考慮した場合の変形量（26節点）

D。変断面部分を無視した場合の変形量（4節点）
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フローチャート

変断面片持梁（ハンチ付片持梁）

微分方式による理論解
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変断面梁架捧のモデル化説明図
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 変断面梁のモデルイヒについても第2図に示す。架構の   架構のモデル化においては片持梁による結果から変断

モデル化については第3図に示す。次に高層架構の中間  面部分を区分している。各々のモデルについての結果は

階を想定したモデルを第1表に示す。         第12図に示してある。以上を5層架構に適用した場合の

 研究結果                    結果を第13図に示す。中間階については第14図に示す・

 片持梁による区分数と断面性能評価については第4図   次にゴム鎮モデル（第15図，写真1・2・3・4）によ

から第11図に4凶分と10区分について各々示してある。  る実験結果とめ比較を第16図から第19図に示す・

これによって10区分で充分な精度が与えられるとした。   考 禁

断面性能評価については④が良い精度を与えている。    剛性法による骨組架構の解析における入力データは変

                    （6）               中部工業大学紀要
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断面部分については，ある範囲内で多くの節点を設け

ることにより解析精度は向上するがこれは実用的でな

い。

 実験結果との比較において，剛性法を適用するため

のモデル化の過程においてθが大きくなると誤差が大

きくなる。これは第20図に示される。

 研究結果から明らかなことであるが変断面部分を無

視した場合と考慮した場合とでは，無視出来ない差が

あり，架構の形態によって変断面部分をどの様に評価

したら適切な架構剛性が与えられるかが示された。

 架構のモデル化と入力データについては未解決な点

もあるが継続した研究が行なわれている。

（7）
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実験用ゴム板モデル寸法及び荷重装置
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実験用モデル形状と剛性法による解析のためのモデル化

一水平力を受ける変断面梁架構

／解析に使用したモデル ’
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